
資料７-４

令和３年次　内水面第５種共同漁業権（行使の状況と漁業法第91条の指導または勧告に関する評価）

免許番号 免許権者 漁場 漁業
行使
状況

資源維
持等の
取組

そ の他
の取組

アユ日
券遊漁
者数

アユ年
券遊漁
者数

渓流日
券遊漁
者数

渓流年
券遊漁
者数

ウナギ
日券遊
漁者数

ウナギ
年券遊
漁者数

コ イ フ
ナ日券
遊漁者
数

コ イ フ
ナ年券
遊漁者
数

ワカサ
ギ日券
遊漁者
数

ワカサ
ギ年券
遊漁者
数

特記事項

問題
なし

指導

内共第1号 勢多川 大石川 にじます、あまご、いわな ○ ○ ○ 482 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第2号 勢多川 信楽川 にじます、あまご、いわな ○ ○ ○ 1号と合算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第3号 大戸川 大戸川 あゆ、にじます、あまご ○ ○ ○ 422 ＊ 渓流魚休業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
渓流魚の休業は切り替え
に向けて助言ずみ

内共第5号 土山 野洲川 あゆ、にじます、あまご、いわな、うなぎ、こい、ふな、わかさぎ ○ ○ ○ 297 94 85 27 0 0 30 405 26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第6号 日野町 日野川 こい、ふな ○ ○ ○ 20 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第7号 愛知川 愛知川 あゆ、あまご、いわな ○ ○ ○ 272 96 560 111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第8号 愛知川上流 愛知川 あゆ、にじます、あまご、いわな、うなぎ ○ ○ ○ 174 215 1,165 1,084 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第9号 大滝 犬上川 あゆ、にじます、あまご、いわな、うなぎ、こい、ふな ○ ○ ○ 82 35 32 80 2 8 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第10号 姉川上流 姉川 あゆ、にじます、あまご、いわな ○ ○ ○ 51 77 138 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第11号 草野川 草野川 あゆ、にじます、あまご、いわな、うなぎ ○ ○ ○ 0 4 3 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第12号 高時川
高時川、
杉野川

あゆ、にじます、あまご ○ ○ ○ 463 36 14 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第13号 杉野川 杉野川 あゆ、あまご、いわな、うなぎ ○ ○ ○ 103 20 46 58 0 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 発展計画はR4作成予定

内共第14号 丹生川 高時川 あゆ、あまご、いわな、うなぎ ○ ○ ○ 237 208 33 55 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第15号 余呉湖 余呉湖 うなぎ、こい、ふな、わかさぎ、もろこ ○ ○ ○ 0 80 79 9,065
日券はコイフナモロコ共
通

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第18号 高島鴨川 鴨川 あゆ、にじます、あまご、いわな ○ ○ ○ 25 4 27 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第20号 朽木 安曇川 あゆ、あまご、いわな ○ ○ ○ 9,352 277 146 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第21号 朽木 針畑川 あゆ、あまご、いわな ○ ○ ○ 20号と合算 20号と合算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第22号 葛川
安曇川、
針畑川

あゆ、あまご、いわな ○ ○ ○ 315 340 277 56 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

内共第23号 廣瀬 安曇川 あゆ ○ ○ ○ 1,589 575 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

調査回答の
有無

取締記録 総会報告
紛争相談等
の情報

目標増殖量
漁場監視
行使規則

通報等の記
録

業務報告書
経営期間

聞き取り等
の情報

発展計画
業務報告書

評価理由１ 漁業権
の 免 許 以
降、法第90
条第１項に
基づく資源
管理の状況
等の報告を
毎年行って
いる（注１）

２（１）漁業
関係法令を
遵守してい
る

２（２）法第
72条に規定
する「免許
についての
適格性」を
有している

２（４）漁場
紛争が起き
ていない又
は漁場紛争
の解決に向
けて誠実に
取り組んで
いる

２（５）資源
管理を適切
に実施して
いる

２（８）通常
の漁業活動
では想定さ
れない爆発
物その他危
険を及ぼす
と認められ
るものを使
用していな
い

３（１）操業
や養殖が可
能な期間を
相当程度利
用している
（注２・３・４）

３（３）漁場
の全てを利
用している
（注４）

３（４）漁場
を持続的に
利用できる
よう 、生産
量等の項目
を含む事業
計画書等に
基づき自ら
の事業を評
価し、計画
的に漁業の
生産活動を
行っている

４　評価


